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みなさんは「あなたの将来の夢は何？」と聞かれたらすぐに答えられるでしょうか。答

えられる人もいれば答えられない人もいるでしょう。私はこの前まで答えられない人でし

た。しかし、ある事がきっかけで私は将来の夢を持ちました。今回の感話では自分の将来

の夢の事、また自分がどんな大人になりたいかを考えていこうと思います。 
まず私の将来の夢は介護福祉士です。介護福祉士とは高齢社会の進展の中、急増してい

る痴呆性老人や寝たきり老人への、より専門的な身体的介護の知識、技術およびそれらの

指導、助言を行う仕事で、特別養護老人ホームや在宅介護支援センターなどで働きます。 
そして私がなぜ介護福祉士になろうと思ったかというと、祖母の存在でした。祖母は私

が小学二年生の頃に認知症と診断され、老人ホームに入所しました。最初のうちは名前を

覚えていてくれていたものの、だんだん私の名前、年齢がわからなくなり、今では私の親

せきと私が姉妹という設定になっていたり、父と兄が兄弟という事もあります。今は認知

症のレベルが一番上の 5ではありますが、肌ツヤは私よりも良く、歌謡クラブに入ったり、
書道をさせていただいているようで楽しそうです。小学生の時は認知症の存在がよくわか

っておらず介護福祉士の存在も知りませんでした。そしてその当時は祖母の存在がなぜだ

か怖く感じていましたが、中学生になってからクリスマス訪問やクリスマス勉強会などで

老人ホームの方から話を聞いたり、経験を通して、祖母に対しての思いがだんだんと変わ

っていき、以前は父が私に「祖母に会いに行こう。」と言って行くことが多かったものの、

今では私から誘うこともあるようになってきました。そしてある日、祖母に会いに行き、

様子を見ていると、スタッフさんとおしゃべりをし、笑顔になっている祖母を見かけまし

た。また他の入所者さんも笑いながら話している事に気づきました。私はそれを見て、「人

を笑顔にする仕事を私もやりたい。」と思ったのです。もちろん人を笑顔にする仕事はたく

さんあると思いますが、私はこの仕事に憧れ、尊敬を持っています。 
この職業を本を借りて調べてみたりもしました。しかし、本を読んでもわからない事だ

らけでした。それは入所者の方一人一人に個性があるからだと思います。つまりは経験し

てみないとわからない、ということです。正直に言うとそういう事がわかった時は不安に

なってしまったけれど、介護福祉士の方はつらかったり、逃げたくなった時を乗り越えて、

入所者さんを笑顔にできているんだと思うと、私もこんな所で逃げないで勉強をもっとも

っとしなければと思いました。 
口で言う事は簡単だし、思う事なんて誰にでもできる事なのだから、私はもう一歩踏み

出せるように、今私にできる勉強をする事、祖母を大事にする事をもっとして行きたいで

す。 
私はここまで自分の夢である介護福祉士の事について書いてきました。しかし、私はこ

の先、介護福祉士よりももっとやりたい仕事を見つけるかもしれないし、介護の仕事が辛

くなってしまって辞めてしまうかもしれないです。私の未来はその時にならないと誰にも
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わからないのです。 
いつの日か私も大人になって職に就き、働く時が来た時、私がどんな仕事に就いていた

としても、私は自分の仕事に誇りを持ち、いつまでも初心を忘れない大人になりたいと思

います。 


